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機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
特
性
に
応
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
影
響
要
因
を
、
物
質

の
排
出
、
土
地
の
形
状
の
変
更
、
工
作
物
の
設
置
そ
の
他
の
環
境
影
響
の
態
様
を
踏
ま
え
て
適
切
に
区
分
し
、
当
該

区
分
さ
れ
た
影
響
要
因
ご
と
に
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
機
構
は
、
工
事
の
実
施
に

係
る
影
響
要
因
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
影
響
の
重
大
性
に
着
目
し
、
必
要
に
応
じ
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
一
種
機
構
事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
（
第
一
種
機
構
事
業
の
一
部
と
し
て
、
第
一
種
機
構
事
業
実
施
想
定
区

域
に
あ
る
工
作
物
の
撤
去
又
は
廃
棄
を
含
む
。）

二

第
一
種
機
構
事
業
に
係
る
工
事
が
完
了
し
た
後
の
土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
状
態
並
び
に
当
該
土
地
又
は

工
作
物
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
で
あ
っ
て
第
一
種
機
構
事
業
の

目
的
に
含
ま
れ
る
も
の

三

第
一
種
機
構
事
業
の
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
る
工
作
物
の
撤
去
又
は
廃
棄
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
撤
去
又
は
廃
棄

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
は
、
次
に
掲
げ
る
環
境
要
素
を
、
法
令
等
に
よ
る
規
制
又
は
目
標
の
有
無
及
び
環
境
に

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
影
響
の
重
大
性
を
考
慮
し
て
適
切
に
区
分
し
、
当
該
区
分
さ
れ
た
環
境
要
素
ご
と
に
行
う
も

の
と
す
る
。

一

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素

（
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）

イ

大
気
環
境

\

大
気
質

]

騒
音
（
周
波
数
が
二
十
ヘ
ル
ツ
か
ら
百
ヘ
ル
ツ
ま
で
の
音
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）及
び
超
低

周
波
音
（
周
波
数
が
二
十
ヘ
ル
ツ
以
下
の
音
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

^

振
動

_

悪
臭

`

\
か
ら
_
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
大
気
環
境
に
係
る
環
境
要
素

ロ

水
環
境

\

水
質
（
地
下
水
の
水
質
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）

]

水
底
の
底
質

^

地
下
水
の
水
質
及
び
水
位

_

\
か
ら
^
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
水
環
境
に
係
る
環
境
要
素

ハ

土
壌
に
係
る
環
境
そ
の
他
の
環
境
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）

\

地
形
及
び
地
質

]

地
盤

^

土
壌

_

そ
の
他
の
環
境
要
素

二

生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境

要
素
（
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）

イ

動
物

ロ

植
物

ハ

生
態
系

三

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
（
次
号

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）

イ

景
観

ロ

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場

四

環
境
へ
の
負
荷
の
量
の
程
度
に
よ
り
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素

イ

廃
棄
物
等
（
廃
棄
物
及
び
副
産
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

ロ

温
室
効
果
ガ
ス
等
（
排
出
又
は
使
用
が
地
球
環
境
の
保
全
上
の
支
障
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）

４

機
構
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
画
段
階
配
慮
事
項
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
専
門
家
そ
の

他
の
環
境
影
響
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る
者
（
以
下
「
専
門
家
等
」
と
い
う
。）の
助
言
を
受
け
て
選
定
す
る
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
機
構
は
、
当
該
助
言
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
及
び
当
該
専
門
家
等
の
専
門
分

野
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
機
構
は
、
当
該
専
門
家
等
の
所
属
機
関
の
種
別

に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

機
構
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
選
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
選
定
の
結
果
を
一
覧
で
き
る

よ
う
整
理
す
る
と
と
も
に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
し
た
事
項
（
以
下
「
選
定
事
項
」
と
い
う
。）と
し
て
選
定

し
た
理
由
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
検
討
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
）

第
六
条

第
一
種
機
構
事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
検
討
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
は
、機
構
が
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
踏
ま
え
、
位
置
等
に
関
す
る
複
数
案
及
び
選
定
事
項
ご
と
に
、
次
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

前
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
事
項
に
つ
い
て
は
、
汚
染
物
質
の
濃
度
そ
の
他
の
指
標

に
よ
り
測
ら
れ
る
環
境
要
素
の
汚
染
又
は
環
境
要
素
の
状
況
の
変
化
（
当
該
環
境
要
素
に
係
る
物
質
の
量
的
な
変

化
を
含
む
。）の
程
度
及
び
広
が
り
に
関
し
、
こ
れ
ら
が
人
の
健
康
、
生
活
環
境
又
は
自
然
環
境
に
及
ぼ
す
環
境
影

響
を
把
握
で
き
る
こ
と
。

二

前
条
第
三
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
事
項
に
つ
い
て
は
、
陸
生
及
び
水
生
の
動
植

物
に
関
し
、
生
息
種
又
は
生
育
種
及
び
植
生
の
調
査
を
通
じ
て
抽
出
さ
れ
る
学
術
上
又
は
希
少
性
の
観
点
か
ら
重

要
な
種
の
分
布
状
況
、
生
息
状
況
又
は
生
育
状
況
及
び
動
物
の
集
団
繁
殖
地
並
び
に
重
要
な
群
落
の
分
布
状
況
そ

の
他
の
注
目
す
べ
き
生
息
地
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
環
境
影
響
の
程
度
を
把
握
で
き

る
こ
と
。

三

前
条
第
三
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
事
項
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
、
生
態
系

の
保
全
上
重
要
で
あ
っ
て
、
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
自
然
環
境
に
対
す
る
影
響
の
程
度
を
把
握
で
き
る
こ
と
。

イ

自
然
林
、
湿
原
、
藻
場
、
干
潟
、
さ
ん
ご
群
集
及
び
自
然
海
岸
等
で
あ
っ
て
人
為
的
な
改
変
を
ほ
と
ん
ど
受

け
て
い
な
い
も
の
そ
の
他
改
変
に
よ
り
回
復
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
脆ぜ

い

弱
な
自
然
環
境

ロ

里
地
及
び
里
山
（
二
次
林
、
人
工
林
、
農
地
、
た
め
池
、
草
原
等
を
含
む
。）並
び
に
氾は

ん

濫
原
に
所
在
す
る
湿

地
帯
及
び
河
畔
林
等
の
河
岸
に
所
在
す
る
自
然
環
境
で
あ
っ
て
、
減
少
又
は
劣
化
し
つ
つ
あ
る
も
の

ハ

水
源
涵か

ん

養
林
、
防
風
林
、
水
質
浄
化
機
能
を
有
す
る
干
潟
及
び
土
砂
の
崩
壊
を
防
止
す
る
機
能
を
有
す
る
緑

地
等
の
地
域
に
お
い
て
重
要
な
機
能
を
有
す
る
自
然
環
境

ニ

都
市
に
お
い
て
現
に
存
す
る
樹
林
地
そ
の
他
の
緑
地
（
斜
面
林
、
社
寺
林
、
屋
敷
林
等
を
含
む
。）及
び
水
辺

地
等
で
あ
っ
て
地
域
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
自
然
環
境

四

前
条
第
三
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
事
項
に
つ
い
て
は
、
景
観
に
関
し
、
眺
望
の
状
況
及

び
景
観
資
源
の
分
布
状
況
を
調
査
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
環
境
影
響
の
程
度
を
把
握
で
き
る
こ
と
。

五

前
条
第
三
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
事
項
に
つ
い
て
は
、
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活

動
に
関
し
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
及
び
日
常
的
な
人
と
自
然
と

の
触
れ
合
い
の
活
動
が
一
般
的
に
行
わ
れ
る
施
設
又
は
場
の
状
態
及
び
利
用
の
状
況
を
調
査
し
、
こ
れ
ら
に
対
す

る
環
境
影
響
の
程
度
を
把
握
で
き
る
こ
と
。

六

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
事
項
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
等
に
関
し
て
は
そ
の
発
生

量
、
最
終
処
分
量
そ
の
他
の
環
境
へ
の
負
荷
の
量
の
程
度
を
、
温
室
効
果
ガ
ス
等
に
関
し
て
は
そ
れ
ら
の
発
生
量

そ
の
他
の
環
境
へ
の
負
荷
の
量
の
程
度
を
把
握
で
き
る
こ
と
。
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